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笊

十

饴
c

八
六

©

、
雜

錄

•

內
外
興
信
制
塊
の
研
宛

V

P

避
^

俟
•つ
こ
な
る
も

'

移
動
の
烈
し
き
も
の

G

あ 

り
て
は
現
狂
0
W

M

S

0

に
_

赍
す
る
ン」

ミ
ば
..困
難 

な
.

b

o

一)

不
動
產
抵
當
の
貸
借
の
中
公
正
證
書
を
作
成 

す
る
に
止
め
て
登
記
を
經
ざ
る
も
の
は
典
信
所
の
观
'ひ 

易
か
ら
ざ
る
所
..に
し
て
個
人
間
の
贷
借
に
於
て
特
に
然
一 

り
ビ
す
又

(

三

)

個
人

.

間
の
信
用
貸
借
は
公
疋
證
書
に
依

'

る
も
の
も
又
手
形
に
依
る
も
の
も
甚
だ
漠
然
れ
'る
も
の 

あ
り
て
取
別
け
調
畓
困
離
に
属
す
れ
ど
も
ニ
項
も一

!
i

項 

も
通
例
典
金
高
少
な
く
し
て
大
體
の
調
赍
上
に
は
著
し 

き
影
響
は
之
れ
無
き
が
免
し

(

四)

被
調
资
人
所
藏
の
貴 

前
品
遨
窬
骨
資
品
庭
園
木
石
等
の
評
足
奸
算
は
是
亦
典 

信
所
の
爲
し
爲
か
ら
ざ
る
所
の
も
の
に
し
て
萬
一
の
場 

合
の
處
分
に
方

b

て
は
著
し
く

®

格

を

.減

少

す

る

も

の
 

な
る
が
故
に
典
信
所
は
普
通
是
等
を
針
算
外
に
遛

.

き

特

\ 

に
幾
馮
圆
或
は
幾
十
萬
圆
の
珍
®
所
藏
家
ビ
し
て
知
ら 

る

、
も
の
に
限
り
其
幾
分
を
財
鹿
中
に
見
積
る
の
例
な 

る
が
前
者
の
場
合

u

於
て
全
然
是
等
を
箅
外
に

®

 

く
は 

財
產
に
對
す
る
調
赍
の
完
全
を
期
す
る
所
以
丨
な
、：ち
ず 

(

五

蘊

隔

の
*

所
に
所
有
す
る
不
動
産
：に
じ

V

時
に
調

'第

六

難

m

 
二 

,

査
>;
漏
る
く
こ
ビ
ぁ
办
外
國
所&
の
不
動
產
'に
‘於
で
殊 

に
.然
'.

5-w

す
此
脫
漏
も
亦
被
調
避
人
の
不
利
益
な
る
も 

の
な
れ
.ば
之
れ
に
對
し
て
も
調
蕾
連
絡
を
普
及
し
遺
漏 

な
か
ら
ん
こ
c£
_を
期
す
.る
：を
要
す
.べ
し
。

典
信
所
が
其
困
難
な
る

®

^

) t

行
に
成
功
せ
ん
ヾ

j

す 

る
は
は
先
づ
第1

に
出
來
る
丈
多
く
の
且
常
に
«
張
の 

必
要
わ
る
各
地
方
に
信
賴
す
る
に
足
る
調
査
通
信
員
を 

置
く
の
必
要
ぁ
ぅ
。

'

此
調：

查
通
信

員

は1

定
の
指
令
に

. 

基
き
て
活
動
し
"
其
要
求
せ
ら
れ
れ
る
學
頊
を
愼
前
綿 

密
に
報
吿
し
且
其
後
に
於
て
報
告
事
項
に
變

M

を
生
じ 

れ
る
時
は
直
ち
に
自
ら
之
を
報
吿
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る 

な
■

り
。

此
調
畓
通
信
員
選
擇
のM
赉
は
興
信
所
業
務
の
遂
行 

に
特
に
重
大
な
る
關
係
を
有
す
る
も
の
な
而
し
て 

興
信
所
が
斯
か
る
通
信
員
を
實
業
^

に
於
け
る
適
當
な 

る
人
々
の
ホ
ょ
b
求
め
んv

j

す
る
に
は
先
づ
興
信
所
自 

ら
一
般
の
信
用
を
得
尊
敬
を
受
け
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
や 

勿
論
な
り
。
又
皿
ハ
信
所
は
其
本
部
及
支
部
に
十
分
訓
練 

さ
れ
た
.る
*
能
な
る
事
務
家
な
か
る
べか
ら
ずa

W
務 

員&

行
動
は
須
ら
く
形
式
的
に
流
るS
こ
ミ
な
く
し
て 

細
心
な
る
注
意
，を
以
て
間
合
せ
來
る
審
間.を
.處
理
し
、

戮

,

I；
-
於

.け

る

麗

の

經

濟

而
し
て
其
際
に
は
常
に
記
錄
を
利
用
す
る
を
怠
る
.ベ
か 

尙
其
日
常
の
取
引
公
列
物
其
他
會
員
の
信
用
す 

べ
き
報
吿
等
に
し
て
苟
も
採
る
ベき
材
料
あ
ら
ば
悉
く 

之
を
記

®

に
载
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
商
人
が
其
信
用
の 

爲
に
自

'

ら
逝
ん
で
信
用
あ
る
興
信
所
に
對
し
自
己
の
營

|

 

業
に
關
す
る
眞
實
に
し
て
根
據
あ
る
報
吿
を
爲
す
の
風 

贺
の
實
業
界
に
生
す
る2

は
興
信
事
業
の
上
に
特
に®

 

大
な
る
關
係
を
有
ず
。
若
し
此
事
實
が
行
は
る
、
亿
至 

•ら
ん
か
不
利
益
な
る
報
吿
に
ょ
り
て
信
用
を
毁
損
せ
ら 

れ
た
り
ど
云
ふ
苦
情
は
一
掃
せ
ら
る
、
に
至
る
べ
し
。

.

.
以

上

此

等

凡

て

の

倐

件

ょ

り

®

に

ー

.層

» :
耍

な

る

は

一

 

咎

大

興

信

所

が

邡

職

務

遂

行

に

»

ふ

る

經

營

*

を

布

す

 

る

の

1

事

な

す

。

m

に

資

本

を

有

す

る

の

み

を

以

 

て

足

る

も

の

に

非

ず

。

一

般

の

素

養

"
敏

活

、
精

力

、

經

 

營

の

才

ヽ

經

驗

、

廣

く

實

業

界

の

生

活

ヽ

-習

«

に

通

縢

す

 

、る

こ

ビ

"
各

稱

の

信

用

程

度

の

人

，々

に

對

す

名

思

虛

觀

一

 

念

及

其

感

情

等

は

其

指

挪

經

營

の

任

.に

當

る

も

の

、

有

 

せ

ざ

る

ベ

か

ら

ざ

る

煨

も

重

火

な

る

性

質

な

6

と

す

斯

 

か

.る

要

求

を

完

全

に

充

す

人

物

を

見

出

す

は

闲

雛

な

ぅ

 

ビ

雜

も

此

狀

態

れ

る

や

各

典

信

所

の

如

何

を

判

斷

ず

る

 

に

®
要

^
る

關

係

を

有

：す

る

も

の

れ

.る

な

り

o':(

未

完

)

馆
十
盤

及

び

財

政

.(

T)

高

.
島

佐

一

郧

.E
;

次
'

.

'

S

1

般
信
用
銀
行
及
び
貯
蓄
銀
行 

穴
爲
替
關
係
と
爲
替
恐
慌
の
辯
明 

.

■

セ

財

政

及

び

財

政

上

の

励

貝

■

A

#
佛
戰
時
と
现
戦
砷
と
の
比
較

S

1

般
信
用
銀
行
及
び
貯
蓄
銀
行

. 

佛
國
金
融
上
の
全
景
を
通
覽
し
て
、
.興
の
完
た
き
を
勘 

せ
ん
に
は

"

軍
り
佛
蘭
西
銀
行
の
地
位
の
み
を
考
へ
て
、 

足
る
ベ
き
に
あ
ら
ず
。
，
裳

^
に
此
の
半
®
半
私
の
偉
大 

な
る
組
織
以
外
に
.：も
、
佛
蘭
西
金
融
界
杞
、
重
要
な
る 

任
務
を
遂
行
す
る
：の

•：
%

株
式
紙
織
0
多
數
銀
行
あ

^

^

 

す
。

.'
-

是
等
の
銀
行
は
、
細
育
：の
組
合
銀
行
の
：如
く
、
或

第
六
號

.

r

l

H

-
(

八

六

五

)

雜

錄

戦

時

に

於

け

る

怫

國

の

經

濟

及

び

財

政



辦
十
卷

(

八
六
六)

雜
錄
戦
哧
に
於
け
る
佛
國
の
經
濟
及
ぴ
財
政

绾
六
號

m

る
場
合
に
»
<
&し
.て
活
働
す
る
こ
S
な
く
、
亦
れ
.米
國 

の
國
立
鍊
行
の
如
く
、
其
の
«
を
_
ミ
夂
-»
^

_
金
^
. 

の
割
合
に
»1
し
、
何
等
の
法
#
的
制
限
に
服
す
る
こ

 ̂

な
し
。
さ
れ
と
渠
等
は
E
額
の
私
人
预
金
を
受
け
、
金 

融
市
場
に
あ
り
て
ノ
重
要
な
る
任
務
を
行
ふ
。
即
ち
或 

ひ
は
，手
形
割
引
に
、
或
ひ
は
貨
付
に
就
き
？
最
大
の
業 

務
を
營
む
も
の
は
"
渠
等
に
外
な
&
ざ
る
な
り
。
难
時 

仳
上
多
數
の
商H

業
翁
は
凡
べ
て
第r
着
に
"
典
の
手 

形
を
是
等
鈒
行
に
政
し
て
割
引
を
請
ふ
を
例
ビ
し
ノ
却 

つ
て
佛
蘭
西
龈
行
に
徽
ら
す
こw

稀
れ
な
る
な
り
、
蓋 

し
謂
は
ゆ
る『

鈒
行
の
銀
行』

た
る
佛
蘭
西
銀
行
は
槪 

ね
、

一
般
龈
行
の
請
求
を
受
け
、

I

旦

"

渠

等

が

割
 

し
た
る
手
形
を
採
擇
し
て
、
之
に
再
割
引
を
與
ふ
る
に 

JI
:む
る

は
"
苑
が
ら
獅
逸
帝
國
鈒
行
又
は

n
本
銀
行
の 

經
營
に
似
れ
る
も
の
あ
れ
ば
な
り
。
程
間
槪
ね
、『

信
用 

所』

a)
5̂r
cr
r§

§cr
& cr6dit 
を
以
て
稱
す
る
巴
里
© 

信
用
銀
行
は
、
大
抵
、
：..怫
蘭
西
全
土
に
亘
ぅ
て
、
數
十 

西
の
支
店
綱
を
張
!)
.
;、
，幾
十
®
离
卵
の
預
金
を
受
け
、

. 其
の
大
部
分
を
擧
ば
て
、
割
引
及
び
貸#.
の
業
に
從
ふ
。 

さ
れ
ば
、

M
般
の
戰
爭
が
II
等
の
地
位
に
、
大
影
響
を 

投

じ

去

れ

る

は

論

な

し

。
•
即

ち

渠

等

は

其

の

業

務

の

數
 

量
を
減
少
し
れ
ぅ
。
是
れ
> 
先
づ
.第1

に

、
.
或

る

特

性
 

|

の
業
態
を
除
き
"
凡

.ベ
て

の

營

業

は

：

軍

_

動

員

の

爲
 

め

诞

に

領

土

一
.部
の
侵
略
を
蒙
れ
る
が
爲
办
に

"

勢
ひ 

萎
微
す
る
を
免
れ
ず
、
第
二
に
は
"
銀
行
經
營
潘
自
ら 

が
其
の
資
產
を
能
ふ
限
り
流
動
的
な
ら
し
め
、
從
つ
て 

其
の
何
種
れ
る
を
間
は
ず
"
新
事
業
に
從
ふ
を
避
け
ん 

ビ
欲
し
れ
る
に
股
闲
す
。

こ
の
間
だ
の
經
緯
は"

戰
前
及
び
戰
後
に
於
け
る" 

佛
國
五
大
銀
行
"

即
-^
里
昂
信
用
龈
行
ヽ1

般
銀
行
、

一
割
引
銀
行
、H

業
銀
行
及
び
動
產
龈
行o
r
ŝ*
r
y
o
n
丨 

z
 

3
is, 

S
o
c
ro
'
t
6 

G€n6rali, 

C
o
m
p
t
o
i
r

 

d
，
E
s
c
o
m
p
t
e
,

 

0
7

£
i
t 

Jndustriel, 

c
ra'
i
t

gobilier 

.の
、

各
贷
借
#
讯 

表
の
數
.字
を
比
較
^

れ
ば
、
明
瞭
な
b

i
す
。(

駐
ヽ
原 

-

論
文
.に
於
て
は
？
玆
に
以
上
五
大
銀
行
の
貸
借
對
照
表 

^
揭
げ
.、」

戰
邻
の
前
後
ね
現
は
'れ
た
る
各
項
目
の
增
減

を
示
し
あ
る
1
、
煩
を
避
け
て
轉
錄
せ
ず
。

)

右
の
各
銀 

行
は

"I

の

「

ソ
ンH

ー
グ
、
デ
i
ネ

ラ

ー

ル

」

を

除

き

、 

现
今
、

ニ
十
箇
月
以
前
に
比
較
し'1

層
大
い
な
る
手 

許

現

金

を

所

荷

す

る

同

時

に

、
其
の
負
擔
す
る
預
金
，
 

愦
務
に
.は
、
著
し
き
減
少
を
示
め
す
。
是
れ
蓋
し
、
現. 

下
の
狀
勢
に
あ
り
て
は
、
是
等
大
銀
行
の
經#
忆
る

"

1

層
の
愼
重
を
加
ふ
る
を
要
す
る
を
、«
知
せ
る
に
因
. 

ら
ず
ん
dr
あ
ら
ず
。

怫
蘭
西
に
は
、
右
五
大
銀
行以
外
、2
3
®

強
に
地
方 

に
於
て
彳
亦
た
合
し
て
は
數
十
億
离
怫
の
预
金
を
有
す 

る
、
多
數
の
信
用
銀
行wtablissements. d

e

 

c
r
a
i
t

あ 

り
。
加
之
、
鞭
式
組
織S 0ci

6t̂
s 

par 

a
c
t
i
o
n
s

に
ょ
ら 

ず
"
政
府
命
ず
る
所
の
特
殊
の
法
令
に
依
遵
し
て
經
營 

す
べ
き
、
半
公
的
法
人|2
る
、
多
數
の
貯
菩
銀
行o
^
, 

1

d
^
p
a
r
g
n
e

あ
る
な
り
。
此
の
貯
蓄
銀
行
は
"
或 

ひ
は
自
ら

®
接
、
興
の
预
金
を
國
僙
買
入
れ
に
運
用
す 

る
か
、
又
或
ひ
は
公
設
た
る
貯
藏
錶
行

o
&
s
e
a
e 

d
6p

6ts 

et 

d
e

 

c
o
n
s
i
g
n
a
t
i
o
n
s

に
"
其
の
爾
金
を
究
し

て
ク
間
接
：に
運
用
す
る
所
あ.：ら
じ
む
:.
0
因
に
右「

ヶ
；ス
、 

ド
、デ
。ホ
、
エ
、ド
、
^
ン
シ

 

'ギ
ュ
ア
シ
オ
ン」
と
は
、
實
は
，
 

中
央
貯
菩
銀
行
ど
も
呼
稱
せ
ら
る
、ベ
き
も
の
に
し
て
、 

m

b
貯
蓄
銀
行
の
預
金
を
受
入
る
る
の
み
な
ら
す
’、
政 

府
の
代
理
者
ビ
し
て
供
託
金
を
保
管
し
"
信
用
組
合
の 

預
金
を
受
け
"

M

R年
金
の
供
記
を
引
受
け
.、
官
營
保 

險
の
準
備
金
を
保
藏
ず
る
の
、
設
備
な
りS
す
。
就
ホ
、 

多
數
貯
菩
銀
行
"
強
に
相
互
友
愛
組
合c

1

種
の
信
用 

#
4

ロ) 

socl6t6s 

d
e

 secours 

mutueis 

の
中
央
組
合
と

し
て
の
任
務
、
最
も
著
は
る
。
即
ち
其
の
全
負
债
额
五 

十
六
億
ニ
千
萬
法
の
內
ヽ
實
に
四
十
八
億
六
千
六
西
离 

法
は
、1

に
右
一1

組
織
の
预
託
す
る
も
の
ょb
成
立
す 

る
な
り
。
公
設
貯
藏
銀
行
は
.斯
く
し
て
得
れ
る
る
資
金 

を

7
生
も
に
三
分
利
付
國
僙( 「

ラ

'ン
テ」

rentes )、

大
藏 

■省
證
券
、
國
庫
證
券
，'
:國
有
鐵：

道
證
券
、
私
設
鐵
道
社 

債
券
、
佛
蘭
西
不
動
産
銀
行
债
券■•(

勸
業
銀
行
債
券) 

等
の
如
き
、
政
府
：證
券
又..
は
，3|
:
.の
他

の

..確

實

な

る

有

價
 

證
券
に
運
用
し
、
利
殖
を
圖
か
る
も
の
ビ
す
。
而
か
も

第

十

怨(

八
六
.七)

雑

錄

戦

.啡
|:
於
け
る
佛
|

經
濟
及
ぴ
財
政

31



卷
.

{
A六
八)

0 

0

斯
か
る
證
你
に
連
用
す
る
能
は
ざ
る
资
金
は
ゝ
即
ち
採 

つ
て
、
®
li
西
政
府
"
0
0 

d
e
p
a
r
t
m
e
n
t
s

及
び
典
の 

他
の
公
典
|#
|
體
に
«
付
く
る
な
0

0
li
t
人
殊
に
米
國
の 

人
士
に
し
て
"
幸
ひ
に
佛
蘭
西
に
於
け
る
龈
行
预
金
の 

捣
相
を
採
ら
ん
ビ
欲
せ
ば
、
庶
幾
く
ば
此
の
紐
織
の
保
一 

耵
す
る
、
-M
金
额
を
蒞
過
す
る
こ
ビ
勿
れ9
藍
し八

；：

衆 

阈
に
於
て
は
ノ
凡
べ
て
の
预
舍
は
飯
行
の
手
巾
に
集
巾

I 

す
る
の
贤
狀
あ
れ
ば
な
り
。
而
し
て
米
國
に
わ
り
て、\ 

此
の
怫
蘭
两
の
制
度
に
類
似
す
る
も
の
は
、

一
に
鄕
便

\ 

貯
企
紐
織
の
**
す
る
の
み
。
 

I 

私
立
貯
蒂
«
行
の
外
"
怫
II
西
に
は
亦
れ
別
に
、
筲

設\ 

於
^

^Caisse 

nationale 

d) 6
p
a
r
g
n
e

 

あ
-

cs、

凡
べ
一

て
全
國
の
郵
便
周
口
ょ
り
て
經
營
せ
ら
る
。
一
九

 

一|
一一
 | 

印
士 }

月
三
十 

一
n
に
於
け
る
郵
便
貯
金
殘
高
は
"
無 

處
十
八
借
一
千
八
西
馮
法
を
笕
し
、

一
八
九
八
年
乃
至 

1
九
.
ー
三
年
の
十
丑
年1(
|
]に
"
ニ
估
の
增
加
を
示
し
れ

玆
に
於
て
か
"
吾
人
蒞
し
私
立
貯
器
龈
行
及
び
郵
便

第
.

六號

I
1

H

ハ

貯
金
屈
の
全
预
金
額
を
加
笕
す
れ
ば"

一
九
一
三
牟
末 

日
に
於
け
る
總
额
の
、
正
さ
に
六
十
億
萬
法
に
近
き
を 

見
る
ベ
し
タ

六
爲
咎
關
係
ど
爲
#
恐
慌
の
辯
明 

外
國
爲
#

の
問
題
は
開
戦
以
降
、
頻
り
に
喚
々
せ
ら 

れ
た
る
も
、
辦
實
上
亦
れ
愼
觉
に
考
盧
せ
ら
る
べ
き
、 

g

M
た
る
を
失
は
ず
。
を
は
全
然
相
異
な
る
ニ
馏
の
勢 

力
の
下
に
立
ち
"

一
年
以
前V」

今
W
ビ
は
、
全
く
反
®
 

の
方
|.
0
に
走
し
る
0 .

1

九
一
四
年
七
月
末
に
當
た
り
、
晴
天
の
霹
籐
の
如 

く
に
"
突
發
し
れ
る
恐
慌
の®

1

次
の
影P

れ
る
、
if
o 

ど

に一

般
K
衆
を
て
、能ふ限り流砌性の资逄 

を
览
集
す
る
に
、
狂
资
せ
し.め
?2
り
き
。
歐
谢
諸
降
の 

上
下
は
.
"
.素
年
ょ
り
、.
.全
く
緊
急
事
端
に
對
し
て
"
備 

ふ
る
所
な
か
り
き
。
梁
等
は
虹
ち
に"
戰
爭
の
1£
大
且 

つ
慘
憎
た
る
べ
く
"
亦
，れ
曠
日
_
久
す
べ
き
を
^
>
、 

斯
く
し
て
來
た
る
べ
き
困
難
期
間
、
党
く
其
の
生
活
を 

保
障
せ
ん
が
爲
め
に"
手
許
に
現
金
を
蒐
集
せ
ん
こ̂:

戰
時
I:
於
け
ゐ
佛
國
の
經
濟
及
び
財
政

を
欲
し
れ
b
。
单
く
も
株
式
取
引
所
阳
鎖
サ
ら
れ
.た
れ 

ば
-
所
有
す
る
所
の
怫
肅
西
の
有
價
證
券
を
賣
却
す̂ 

能
は
ず
。：

兹
に
於
て
か
#
國
資
本
家
が
、
無
慮
三|5
偉 

乃
钜
四
百
億
.莴
法
の
巨
資
を
投
下
し
つ
、
ぁ
る
の
、
其 

の
海
外
放
資
に
依
賴
せ
ざ.る
を
得
ざ
る
に
.至
た
り
"
之

} 

が
轉
賣
に
ょ
ク
て
資
金
を
濺
得
せ
ん
こi
を
企
て
た 

b
°
之w

同
時
に
、
佛
蘭
西
資
本
家
は
海
外
の
諸
銀
行、\ 

殊
に
偷
敦
及
び
細
育
銀
行
に
預
託
せ
る
資
金
を
引
出
だ 

せ
り
。
此
の
稱
の
行
動
、
洵i
に
多
數
民
衆
に
ょ
も
て 

同
時
に
施
行
せ
ら
れ
れ
る
斯
か
る
行
動
た
る
"
勢
ひ
必 

す
や
佛
國
金
融
市
場
に#
動
す
る
所
の
、
破
及
び̂

手

| 

形
の
價
格
に
對
し
、
辛
竦
な
る
.暴
落
を
惹
起
せ
ざ
る
を 

得
ず
、
蓋
し
佛
國
の
上
下
は
擧
げ
て
、
爲

替

相

場

上

の

. 

损
失
を
無
視
し
て
ま
で
も
、
：英
國
又
は
米
國
に
於
て
賣 

却
せ
ら
る
ベ
き
債
權
を*
賣
放
ち
.悉
く
さ
ん
ど
*
め
き 

た
れ
ば
な
り
.，.
&れ
實
に
一
九」

四
年
の
夏
ょ
b
秋
に 

か
け
て
經
驗
せ
•ら
れ
た
：る
、
殆
ん
ど
信
ず
べ
か
ら
ざ
る 

底
の
爲
替
相
場
を
"
現
は
し
れ
る
所
以
な̂

、ヒ
す
.o
此

の
時
->
金
貨
ニ
十
五
ユ1

U

法
を
含
む
英
貨
，

1,

破
はニ

：： 

十
四
。
五
_〇
法
に
、
又
れ
金
貨
五
•
一

 

八
法
を
食
む
米
貨 

1

弗
は
四
，
七
〇

法
低
落
し
れ
り
。
而
か
も
勢
ひ
は
之 

に
丘
ま
ら
中
し
て
、.斯
か
る
爲
替
運
動
は
、
.宣
戰
の
布 

吿
に
"
錯
駭
の
色
を
失
ひ
た
り
し
、
英
米
國
人
の
漫
遊 

客
の
行
動
の
爲
め
に"
助
長
せ
ら
る
。
即
ち
渠
等
は
速 

か
：に
,
大
陸
の
a
員
を
獲
得
し
、：m
:つ
て
歸
國
の
途
に 

就
く
に
先
立
つ
て
諸»
定
を
皆
濟
せ
ん
が
爲
め
、
如
何 

の
價
格
に
て
も
"
興
の
有
す
る
手
形
又
は
小
切
手
を" 

怫
國
龈
行
に
賣
渡
さ
ん̂

し
れ
る
な
り
。
之
ど
同
時
に> 

弗
爲
替
.相
場
下
落
の
' 1

理
由
と
も
看
倣
さ
るベ

き
は
、 

北
米
合
衆
國
が
歐
羅
巴
に
對
し
、一

大
偾
務
を
負
擔
し 

た
る
こ
、匕
な

b
-
V
J

す
。

： 

;

•

此
の
爲
替
恐
慌
^

—

げ
に
や
"
其
の
實
價
の
七
分
引‘ 

き
と
い
ふ
如
.き
，
法
外
な
る
價
格
を
以
つ
て
、
金
貨
挪 

ひ
の
字
形
又
は
小
.切
手
を
、
賣
放
た
ん
と
犇
めけ
る

、. 

斯
か
る
狀
璐
を
描
出
す
る
に
は
、

『

エ
ク
ス
チ
ヰ
ー
ン
デ
、 

パ
'ン
：グ』

ヒ
い
ふ
よ
り
外
の
"
恰
好
な
る
名
辭
な
か
ら

1

.-.

二
七

笫

十

盤

(

八
六
九)

雜

錄
.

戦
晬
! :

於
け
る
佛
國
の
經
濟
及
び
11
1
政 

第
六
號



谘

十

怨
(

八
七
〇)

雜
錄
戰
時
に
於
け
る
怫

M

•‘の
經
濟
及
び
財
政

笫
六
號

八

,

ん
I

は
數
週
間
の
長
き
にa

う
た
う
。.

斯
か
：る
慘_

 

れ
る
經
驗
を
經
過
せ
る
後
ち
、
始
め
；て
時
局
を

.

1

層
平 

靜
に3

；

見
す
る
の

.

、
餘
裕
を
表
は
し
れ
り
。
即
ち
•マ
ル 

ネ
の
戰
勝
は
、
玆
に
怫
蘭
西
の
段
衆
に
自
信
カ
を
齋
ら 

す
こ
ビ
、
な
う
、
外
國
爲
替
，
殊
に
英
米
爲
替
相
場
は 

漸
次
薇
實
に
騰
貴
し
始
め
た
り
。
さ
れ
ど
怫
蘭
西
の
海 

外
投
資
家
が
絕
え
ず
、
其
の
貨
方
殘
高
を
囘
收
し
れ
る 

が
爲
め

"

暫
&

く
の
問
だ
、
英
米
爲
替
は
平
便
以
下
に 

.

落
込
み
ゐ
た
る
な
り
き°

而
し
て̂

«

及
び
米
«
*
場 

が
、
各
々1

1

十
五
。
一

I

一
 

I

法
及
び
五
。一

八
法
て
ふ
本
偕 

に
、
騰
貴
し
來
れ
り
れ
る
は
、】

九

一

四
年
の
末
つ
方 

な
り
し
な
-

CSO 

此
の
時
ょ̂

S

31
R

1

九1

五
年
に
至
た
れ
ば
、
佛
蘭 

西
爲
替
相
場
に.

影
響
す
べ
き
、
重
喪
な
る
ニ
要
素
現
は 

れ
れ
り

0

-

今
ま
吾
人
は
、
之
を
考
ふ
る
に
姑
ら
ぐ
、
米 

佛
問
の
關
係
を
以
つ
て
す
ベ
し
。
佛
國
の

il
t

出
額
に
は 

大
な
る
減
退
を
示
し
、
儺
前
の
數
字
の
半
ば
に
す
ら
及 

ぶ
こV

J

な
し
。
然
る
に
他
方
、
米
國
よ
り
す
る
輸
入
額

に
は

"

蘇
激
な
る
增
殖
を
示
め
す、

' 

玆
に
於
て
か
>
' 十 

億
法
を
超
ゅ
る
：の
並
貨
は
、
：滔
々
で
し
て

a

m

ょ
5

細 

W

に
移

'

さ
れ
、
其
の
結
果
：、
沸
の
騰
貴.

を
促
が
し

>
 

疋 

さ
に
，

.

一
割
七
分
の#

步
に
當
る
：，の
、
六
法
て
ふ
高
値
を 

現
は
す
に
至
れ4

。
之
に
加
：ふ
る
に
、
、米
國
の
漫
遊
客 

は
，感
を
佛
蘭
西
に
絕
ち
し
か
ば
、
斯
く
漸
增
す
ム
對
米 

債
務
は
、
頻
り
に
巴
里
を
苦
藤
ぜ
ざ
る
を
得
ず
。

勿
論
、
斯
く
'の
如
き
ば
永
久
に
暴
威
を
探
ふ

ベ
き
の 

影
響
に
は
あ
ら
じ
。
否
な
、
今

r
n
m
i

の
J>
た
り
見
る
.の 

爲
替
高
は
、
與
に
ー
時
的
の
現
象
に
過
ぎ
ず
ヾ

」

す
。
さ 

れ
は
、
斯
か
る
爲
替
相
場
の
騰
貴
は
自
づ
か
ら
、
柳
蘭 

西
の
輸
入
漭
に
對
す
る
過
重
の
負
擔
を
意
味
ず
る
が
故 

に
、
必
ず
や
爾
國
賀
為
を
妨
害
せ'/
る
を
#

ざ
る
な
.

C\

。 

さ
れ
ば
米
國
資
本
家
が
此
の
際
、.進

ん

.
で

佛

國

公

偾

に
 

應
募
す
る
は
、
雨_
双
方
0
利
益
を
齎
ら
す
所
以
な
り 

ビ
謂
'つ
べ
し
。

••'
:
. 

.

七

»

&

及
び
財
政
上
の
動
員

.國
家
财
政
の
こ
た
る

、
.
.
戰
辦
フ
殊
に
今
次
の
大
戦

フ'

$I

.の
如
き
國
民
の
筋
腱
全
體
を
使
用
せ
中
ん
ば
巳
ま
ず
マ 

凡
べ
て
‘

の
强
健
な

.

る
人
拔
を
家
庭
ょ

&

徵
於
し
、‘
軍
隊 

:

に
將
れ
武
器
其
の
他
：の
軍
需
品
の
製
造
に
從
は
し
め
ず 

ん
ば
业
ま

&

ざ
る
底
の
大
戰
爭

.

に
.

於
て
は
.
最
も
大
な 

:

る
任
務
.に
當
ら
ざ
る
を
得
ざ

.

る
な
：心

:;
°

槪
算
す
れ
ば

>

 

最
初

.

に
は
日
く
、11

一
千
五
西
萬
法
宛
に
過

W

り
じ
、
戰 

費
は
今
ま
や
約
ニ
倍
し

V

、

日

に

六

十

萬

法

：を

要

し

、 

之

を

，
|

1
鑛

年

に*

も

れ

ばI
I

.

百1
1

十

億

法

に

達

す

"

是
 

n

登
.

に
"

前
代
曾
て
聽
か

.

ぞ
る
の

£

額

1
2ぁ
ら

.

中
や
0. 

一
九
：

 

一■
五

年

六

月

二

十

五

代

議

院
K

於
て
藏
相
ジ 

ボ
ー

K

i

'c
r

o

t

:

'

の

發

表

し

れ

る

演

說

，に

ょ

れ

げ

、

月

々
 

.

の

戰

费

は

、

1

九

、

'1

四

年

末

に

於

て

は
:-
月

額

平

均

十
 

H

億
四
中
萬
法
な
办
し
が

^
.
「一

九
：1

.

五

：年

中

葉

ま

.
で

忙
 

か
け
て
は
月
额
十
八
億

%

千
.

萬
法
に
增
加
し
れ

b

ビ
い

ふ 

o
 

ノ 
, 

■ 

- * 
.
.
. 

'

.
國
庫
©
經
常
收
入
は
職
爭
期
間> 
尠
な
か
ら
す
影
響 

せ
'6
れ
‘た
^
^
1
:
.
九

1装

年
0
:初
め
0
六
箇
月
間
に
は
、 

餹

は

ゆ

名

疆

稅
l
九x

l

四

年

，
の

同

，
ー

期

間

の

夫

、

れ
に
比
較
し
四
割
：減
を
示
た
り
。
直
接
稅
に
至
來 

:!
)
て
は
、
，前
潘
(-
;
此
較
す
れ
ば
、
減
少
率
爾
か
；ィ
甚
だ 

し

か
:&
す

げ

是

れ

蓋

し

直

接

稅

源

は

1
.
»
際
上
の
收
入 

を
基
礎
^
す
る
名
の
^
ぁ

'4
^
も
:'
T
、
宣
戰
以
後
^
雖 

i
:
變
化
を
蒙
ら
ざ
，る
の
、
謂;«
ゆ

る

.

.
誓

の

外

部

的
 

表
彰』

.に
ょ
ち
て
評
價
せ
ら'る
、
'も
の
な
れ
ば
.な

0
:/- 

而
し
<
是
等
の
直
接
稅
は
原
則
ふ
し
て
、：
月
剡
挪
ら
ひ

に
よ
る

o

'

. 

.

.

パ
.

;

.

.

.

.

.

平
時
に
於
て
す
ら
佛
國
近
年
.の
歲
出
は
旣
に
約
六
十 

億
法
に
達
し
7
:非
常
の
堉
加
«
ポ
V
J
m惟
せ
ら
れ
た
る 

が
、
是

れ
1
.部
は
、.：陸
海
箪
费
；の
激
增
に
ょ
ぅ
、1

部 

は
政
務
費
及
び
老
年
者
年
金
制
度
、
'
各
種
企
業
園
體
等 

に
對
ず
：る
補
助
、、
.
國
'家

'0
獨
占
的
企
業
經
營
等
の
謂
は 

ゆ
る
祉
會
的
立
法
の
r,非
常
な
-る
增
加
に
基
づ
ヾ
。へ.
« 

み
る
、に
國
家
經
費
は
近
年
、
：；急
速
に
增
加
し
た
り
。
實 

に
國
費
額
は
第
十
九
世
紀0
:來
葉
以
降
へ
約11

倍
し
.お 

ダ
如
が
々
各
種
の̂

^
枇
«
は
其
の
姻
に
、
酸
成
せS
 

れ
12
办
.

P
公
債
額
.：；

Li;

は
：、：寸
毫
の
減
少
を
見
令
し1:
、

第

十

卷

(

八七：
じ
雜
錄
戦
時

L
i

於
け
る
佛
國
の
經
濟
及
び
財
政

I

號

•— V*

%



第

十

箱(

八
七
5

雜

錄

、

仍
ほ
三
百
億
萬
法
の
未
偾
還
高
を
示
め
す:6-

之
に
も
拘
ら
す
、
八
億
莴
法
の
新
規
公
債
は
、
恰
も 

戰
爭
破
裂
前
、
即
ち1
九

1

四
年
七
月
七
日
に
慕
集
せ 

ら
れ
た
り
。
尤
も
右
は
一
部
支
拂
を
了
し
れ
る
に
過
ぎ 

ざ
り
し
か
ば
、
大
藏
大RI
は
機
宜
を
逸
せ
、す
し
て
、
是 

等
の
三
分
五
厘
利
附
公
債
を
採
り
て
、
採b
"
之
を
一 

九
一
五
年
冬
に
實
行
せ
ら
れ
た
る
五
分
利̂
引
換
へ
" 

以
つ
て
榧
衡
を
失
せ
ざ
ら
し
め
れ
り
。

經
常
及
び
臨
時
收
入
の
狀
況
、
果
し
て
然
り

V」

せ
ば
" 

大
藏
大
nl
は
如
何
に
し
て
、
此
の
經
常
歲
入
を
以
つ
て 

L

て
は
其
の一

小
部
分
ょ
り
以
上
を
充
當
す
る
能
は
ざ 

る
の
戦
钱
を
調
達
す
る
や
。
新
規
の
税
源
を
求
め
"
以 

つ
て
課
秕
す
る
の
困
難
な
る
の
み
な
ら
ず
、
佛
蘭
西
最 

富
裕
の
數
縣d

e
p
a
r
t
m
e
n
t
s

が
、
今
ま
仍
ほ
獨
逸
軍
隊 

の
占
領
に
委
ね
ら
れ
、
且
つ
佛
國
全
領
域
に
亘
り
て
徵 

稅
に
至
難
な
る
の
事
情
あ
る
な
り
、
玆
に
於
て•か
"
戦 

嫂
は
借
用
に
俟
れ
ざ
る
べ
か
ら
す
し
て
、
こ
は
實
に
三 

方
面
に
苴
り
て
^
み
ら
れ
た
ぅ
。
：先
づ
第I

に
佛
蘭
西

0
$
,

銀
行
は
六
十
億
法
を
®

f

於
名
が
、：-

こ
は
,

一

,分
0
 

低

利

、

但

し

屯

和

克

復

後

：は

！

1
|分
に
8|
上
げ
ら
，る
べ
き 

約
束
妗
て
、
.調
達
し
れ
：&
。
へ
第
一
一
に
は
、

謂

は

ゆ

る

國
 

防

證

券

0-
§
^
免

1
3
,-'
0
.
^
3
8
6 
1
1
&§£
1
1
0

 

て
ふ
，
.1

種 

の
大
藏
省
»
券
を
發
行
し
た
る
が
，
其
の
コ
一
箇
月
麗
：
 

に
は
四
分
ク
又
れ
六
筒
月
若
く
は一

箇
年
期
限
の
も
の 

に
は
五
分
の
利
子
を
附
せ
る
も
の
な
p 

o
’此
の
短
i

 

券
の
、
一
今
ま
未
償
還
高
'は
プ
七
十
億
.：.莴
法
に
達
す
。 

第
三
に
は
、
謂
は
ゆ
る
國
防
公
債
，obligations 

d
e

 Ja 

d6f^nse 

n
a
t
i
o
n
a
l
e

て
ふ
$
分
利
*
行
せ
.
&れ
た
る
が
、

> 

J

U最
も
早
く
は
.

|

九
ニ
五
年
に
”
最
も
遲
く
は
.

|

九
リ 

ニ
八
年
に
、
額
而
に
て
償
還
せ
ら
る
べ
き
も
の
に
て1 

共
|:
九
十
六
法
六
八
に
て
賣
出
さ
れ
れ
&
。
最
後
の
國 

防
公
債
に
し
て
、
，
若
し
一
九
一|
.五
年
に
1

双
せ
ら
れ
た 

ら
ん
に
は
、
.
' を
は
五
分
六
<

-0
利
廻
6

に
當
る
o
而
し 

て
其
の
發
行
總
額
は、
. ー
：1十
億
萬
法
1

り
ビ
す
。
斯
く 

て
以
土
三
@

0
方
法
に
ょ
.

ズ̂
、
夫
藏
省
が
收
入
し':
^
 

る
資
金
は
、
：.總
計
莨
十
五
億
萬
法
に
達
す
る
なb
。
而

戰
時
に
於
け
る
佛
國
の
經
濟
及
び
財
政

S；

か
も
五
ロA

は
之

;^
加

ふ
名
に
仍
ほ
、
：
佛
蘭
西
ょ
り
英
國 

に
輸
送
せ
&
れ
る
.五
億
萬
法
の
.金
貨
に
對
し
、
英
國
大 

藏
省
が
調
達
し
來
た
れ
る
、
十
五
億
萬
法
の
資
金
を
以 

,つ
-て
せ
ざ
る
ベ
か
も
ず
。

へ
來
を
考

ふ
る
に，

.

、

1-

九

一
五
年
の
末
日
ま
で
に'は
、 

恐
ら
く
、
ニ
十
箇
年
乃
¥
:
三
十
筒
年
以
內
に
偾
還
せ
ら 

名
べ
き
確
定
期
限
の
公
債
、

.

若
く
は
永
久
公
債
の
、
何 

れ
か
の
形
式
を
有
す
る、

1

整
理
公
債
の
發
行
を
、
見 

る
，べ
き
に
似
れ
り
。：
以
上
は
是
れ
凡
べ
て
、
佛
蘭
西
の 

擔
ふ
ベ
き
重
大
な
る
負
擔
な
ら
ざ
ら
ん
や
、
然
れ
ど
も
、 

世
界
何
ん
人
も"

.

佛
蘭
西
が
、
斯
か
る
負
擔
に
、
悅
び 

て
衢
れ
ら
んW

す
る
こ
i
、
餌
に
斯
か
る
負
債
を
履
行 

す
る
®
能
力
、
に
就
い
て
、毫
も
褂
念
す
る
を
須
ゐ
中
、 

蓋
し
吾
人
は
、
佛
蘭
西
が
、
，
其
の
«
饒
な
る
土
地
及
び 

其
の
他
の
當
の
所
有
#
た
る
こ
と
を
、
遺
忠
す
，

V::

か
ち 

ざ
れ
^
な
り
。，. 

r 
'

.
_或
る
方
«

に
て
は
'ブ
'動
々
も
す
れ
ば
；'
此
の
增
大
す 

^
公
債
が
猶
に
、.
.
'
佛
蘭
西
：の
經
廣
調
逄
カ
を
危
殆
な
ん

し
む
る
:^
,
や
を
9
褂
念
^

<>
:、
水
る
も
の
V
如
し
：°

‘ 

此
の
»'
に
就
きC 

K. 

•
ナ

I
、
ソ
ッ

チ

モ

ン

ド

、
マ
.
^

シ
ュ 

氏
夙
に
、

r

エ'
.コ
ノ
ミ
'ッ
ク
ぬ
ク';
7
丨
^-
ド」

に
於
て
、
其
の 

杞
憂
に
過
ぎ
ざ
る
を
說
明
せ
る
は
、、賢
な
り
ヾ
し
す
ベ
し
。 

他
の
交
戰
國
の
-*
く
.に
:,
>
佛

蘭

西

が

借

用

し

，つ

S
あ
る 

.
の
高
利
は
、
必
す
し
も
某
の
倩
用
カ
の
微
翻
-
^
な
れ
名 

を
意
味
せ
ざ
る

f
o
.
却
，つ
て
金
融
市
'®
の
、一
般
M

 

況
が
戰
爭
：の
爲.め
、
變
化
を
蒙
れ
る
以
上、
' 佛
蘭
西
は 

當
然
、
其
の
新
し
き
狀
況
の
示
命
す
る
利
率
を
負
擔
せ 

ざ
る
べ
か
ら
ざ
，る

.

の
み
、
開
戰
宣
前
ヽ

」

一
九
.|

四
年
b
 

月
に
於
て
は
3
三
分
五
厘
利
付
を
發
行
し
た
り
し
に- 

今
ま
や
五
分
利
を
負
擔
せ
ざる
べ
か
ら
ざ
る
は
，
恰
も 

其
の
信
用
が
、
，S
分
利
を
檩
準
率
i
な
し
.つ
、
あ
り
し 

英
國
-0"

今
は
四
分
五
厘
利
付n
甘
ん
せ
ざ 

'る.V

か
&
 

ざ
も
に
似
た
6

6
佛
蘭
西
：は
今
圭
現
，に
、K
分
利
公
債 

1

九
十
六
宰e

て
賣
出
し
.つ
、
あ
-

C
S
?

さ
《
れ
8*
に 

'史
乗
を
顧
み
れ
ば
、iu
A
七」

年
は
於
1:
佛
蘭
西
は
’ 

2£
分
を
、.
八

十
'一
半
：3
1:
慕
集
し
杧
6
し

、
.
數

年

を

經

铱

十

盤(

八
七
三

)

雜

•

錄

，戦
邸|:
於
け
、
る
佛
國
の
經
濟
及
び
财
政

箱
六
號

1 

H 

1
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雜

：
錄

戦

哗

に

於

け

る

佛

國

の

經

濟

及

び

财

政

 

第
六
魏

IHIP

.過
す
名
ゃ
^
右
の
班
汾
利
は
暫
'
:ー
屮
八
兌
騰
貴̂

、
、
後

：

佛

蘭

西

が

物

質

の

：
供

給

を

受

饮

つ

、

あ

る

.
の

邦

國

に

對

:1
>
、

」

：平
常
通
6
輸

送

す

，ベ
：
令

貨

物

の

坐

產

カ

土

に

、
，

1 

時
：
的

且

ャ1:部
的
の
故
_

ぁ
カ
し
こ
5
の
、

-r
r
ff
u
過

ち
亦
れ
數
年
に
し
てW
還
.せ
ら
れ
て-

茲

..に

四

分

半

利
 

に
借
#

へ
ら
れ
、
後
ち
延
に
三
分
半
に
借
替
へ
ら
れ" 

結
局
開
戰
宣
前
に
於
け
る
如
く
、

：

三
分
刺
が
標
準
ft
る 

に
至
^
れ
る
^

の

ビ

す
,0
而
か
毛
第
十
九
世
紀
末
葉̂
. 

で

は

、

右

の

三

分

利

は

ノ

顧

而

以

上

':
;
'
即

ち

西

六

の

高
 

値
を
稱
.へ
ら
れ
れ
6
し
な
り
。
見
す
や
、
合
衆
國
，も、
. 

南
北
戦
時
平
に
は
、
六
分
利
附
を
發
行
し
た
ぅ
し
，に
" 

三
十
年
後
に
至
た
り
て
は
、
三
分
利
を
發
行
し
得
れ
b
 

し
こ
^

を
。
询
ビ
に
.一.國
の
財
政
金
融
其
の
低
，の
經
濟 

力

！

i

通
曉
す
る
の
、.國
民
中
の
債
權
漭
階
級
は
、
毫
も 

國
家
の
支
拂
能
カ
を
、.
-疑
ふ
こ
ビ
な
き
な
り
。
げ
に
や 

吾
人
は
、
戦
爭
の
爲
め
に
微
ら
さ
れ
し
非
常
狀
態
の
下 

に
あ
り
て
、
怫
蘭
西
信
用
力
の
低
減
を
、
表
徴
す
る
何 

物
の
、
蒋
す
る
を
發
見
せ
ざ
る
な
り
。
亦
た
®
蘭
西
に 

對
し
，
逆
調
を
示
す
の
外
國
爲
替
運
動
も
、
.
必
中
し
も 

決
し
て
同
國
信
用
の
減
損
を
語
る
も
の
^
あ
ら
中
。
：
此 

の
爲
替
逆
調
が
表
示
ず
る
所
の
も
の
せ
し
て
は
”
單
に

ぎ
すV

J

す
。
さ
れ
ば
葬
和
の
克
復
せ
ら
る
、
に
及.ベ
，ば
， 

爲
替
相
場
は
其
の
本
常
の
水
準
に
復
す
べ
く
、
卵
は
五 

法
.
.

I

八
を
超
ゆ

る

こ

ゼ

な
き
に
至
れ
る
べ
し
,0 

世
人
の
或
る
も
の
は
今
ま
や
、
.
來
れ
る
ベ
き
年
度
の 

.豫
算
の
大
綱
を
硏
究
し
初
めs
o
某
の
言
ふ
所
に
ょ 

れ
ば
"
佛
蘭
西
政
府
は
何
等
の
新
税«
を
課
す
る
こ
 ̂

な
く
、
單
に
稞
行
稅
穂
の
或
る
も
の
に
對
し
、
增
徵
を 

行
な
ひ
、
以
つ(

て
克
{
年
额
十
1
1億
莴
法
を
、
增
收
し 

得
べ
し
ビ
#

ふ
0(

註
、
兹
は
本
著
潘
は
、.1.

■九

〗

K
年 

1
月
の
交
、
自
ら
創
意
ん̂

綿
製
し
且
つ
發
表
し
れ& 

し
、
增
收
計
®

b
表
示
す
る
所
ぁ
り
、
煩
を
避
く
る
爲 

め
？
次
項
に
於
て
"
其
の
槪
要
を
說
く
に
止
と
め
ん。)

'

.

凡
そ
是
等
の
案
は
、
現に

！！！

集
せ
ら
れ
、
又
れ
將
來 

慕
集
せ
ら

る

ベ★

巨
額
の
公
債
に
對
す
る
。
利
娜
用S

 

し
て
需
要
せ
ら
る
べ' ^

;'
>

'

v

財
源
の

.

礙
に
存
在
す
る
：を、

_

t

i

n

り

ま

 O

V

I

S

I

I

示
^
す
も
の
に
わ
^
ざ

ば

な

し

，
々

而

::
^

:1
:
吾
人
.の
增
改 

案
、
約
說
げ
れ
攸
直
接
說,
登
錄
稅
デ
印
紙
稅
ゾ
植
民_ 

地
逄
輸
入
品
消
费
稅
、
其
の
他
の
間
接
稅
專
賣
烟
草 

價
凇
引
上
げ
ぐ
飲
料
暁
、.'酒
精
稅
ノ
一
一

 1.

等
汽
i

通 

耽
.
國
有
鐵
道
を
私
立
.鐵
道
に
«-
贷
す
る
ょ
り
生
t ：
る

. 

利
益
"
從
來
'
地
方
經
费
に
光
當
し
た
り
し
、
佛

蕭

西

\ 

銀
行
の
納
付
す
る
租
税
を
國
庫
に
留
保
す
る
こ
ど、
0 

j 

り
に
國
有
運
河
の
使
用
料
を
新
た
に
徵
敗
ず
る
こ
？

の
、
十
數
項
中
.に
就
き
、
旣
に
藏
相
リ
ボ.丨

氏

の#'
擇

す
 

る
所
^
な
-
^
.
:
.

1

九
ー
五
年
八
月
中
、."議
會
.に

提

出

甘| 

&
れ

.通
過
し
た
る
も
の
、#
.な
レ
ビ
せ
‘ざ
る
な
-？v
,
o | 

其
の
未
及
の
部
分
に
就
き
て
も
、
予
は“
經

費

多

.端

に 

'L
,て
衆
支
相
偾
は
.ざ
る
の
國
有
鐵
道
の
.

一

重
要
部
分
を 

ば
"
民

間

業

に

貴
®
す
ん
こV

J、

竝
.に
旣
に
國
贫
鐵
.
 ̂

猶
の
^
用
に
對
し
、
料
金
を
徵
收
す
る
以
上
、
佩
じ
く 

國
有
運
河
を
利
用
す
る
，も
の̂
-し
で
、

相
歡
か
親
务
を 

支
挪
は
し
む
^
の
合
理
的
な
る
’ ：> V

は

'
、

哪

蘭

贿

上

下
 

が

、

速

か

に

承

認

す

ベ

所

た

る

.を

信

す？

■.
:

绡

十

卷

.ム
;;
:
./
,
-八
£#
佛

戰

虜-
現

戰

時$

.

.

.ー

〔

八
_

乃

至

：
七1
年
0
戰

役

中

の

事
,

げ

.に

ゃ 

準
！！

な

き)：：

鄭

國

に

加

へ

ら

れ

，
扛

名

獨

逸

於

班

暴

の

爲
 

め
.に
"
惹

起

せ.ち

れ

れ

：
る

半

世

.紀
前
0
恐
憐
を
以
つ
て
、 

這
'«
大
戰
中
の
事
情
：に
比»
す
る
か
、
自
然
な
る
に
以 

た
る』

，
.去
ぅ
て
、
戰
#

に
.馳

驅

す
る

交
戰
員
數
及 

び
戰
闘
機
械
九
-

^
陸
海
上
反
び
空
中
に
.他
用
せ
ら
る 

S

I

の
大
小
に
®
み
れ
ば
、
全
然
隨
世
の
麻
な
き
を 

得

ず

し

で

ぐ

性

質

上

.甚

だ

、
類

似
ft
る

此

の

一

一

大
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萬
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萬
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